
行　政　評　価　（　継　続　事　業　）

第２編第３章　地域に根ざした市民文化を創る
公平性

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

指
標
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成
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市
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業
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縮
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上
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し
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策
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果
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益
者
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担
の
見
直
し

一
次
評
価
結
果

二
次
評
価
結
果

○事業開始年度　昭和58年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

21,042 21,042 20,044 20,043 5 5 5 10 3,695 3,819 4,186 8,194

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5 5 5 3,981 3,466 4,026

21,000 21,000 20,000 20,000

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

42 42 44 43 100.0% 100.0% 100.0% 107.7% 90.8% 96.2%

(0.01人) (0.01人) (0.01人) (0.01人)

○事業開始年度　昭和 47年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

10,506 10,113 7,765 17,219 40 40 40 55 12,500 12,500 12,500 13,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 44 42 39 12,911 12,758 12,733

10,081 9,688 7,330 16,790

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

425 425 435 429 110.0% 105.0% 97.5% 103.3% 102.1% 101.9%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　昭和29年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

52,197 46,747 31,910 52,576 2 2 2 2 40,000 40,000 40,000 40,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 2 3 2 41,876 35,964 39,908

49,650 44,200 29,300 50,000

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

2,547 2,547 2,610 2,576 100.0% 150.0% 100.0% 104.7% 89.9% 99.8%

(0.60人) (0.60人) (0.60人) (0.60人)

○事業開始年度　昭和60年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

54,707 52,203 52,251 54,144 7 7 7 9 40,000 40,000 40,000 40,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 7 7 8 10 41,853 41,809 44,209

47,066 44,562 44,421 46,415

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

7,641 7,641 7,830 7,729 100.0% 100.0% 114.3% 104.6% 104.5% 110.5%

(1.80人) (1.80人) (1.80人) (1.80人)

○事業開始年度　昭和48年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

4,533 2,380 1,989 1,956 75 50 50 50 8 8 8 8

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 75 50 41 8 8 9

4,108 1,955 1,945 1,913

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

425 425 44 43 100.0% 100.0% 82.0% 100.0% 100.0% 112.5%

(0.10人) (0.10人) (0.01人) (0.01人)

○事業開始年度　昭和 52 年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

3,554 1,853 2,883 2,844 20 20 20 20 15,000 15,000 15,000 15,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 22 21 24 15,300 11,200 12,446

3,129 1,428 2,448 2,415

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

425 425 435 429 110.0% 105.0% 120.0% 102.0% 74.7% 83.0%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　昭和 46年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

4,789 4,019 3,695 4,189 9 9 7 7 8,000 8,000 6,000 6,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 9 7 6 4,795 5,721 4,757

4,364 3,594 3,260 3,760

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

425 425 435 429 100.0% 77.8% 85.7% 59.9% 71.5% 79.3%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

有効性

評価理由

主な成果指標 達成度 妥当性 効率性

事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円） 主な活動指標

事務事業名 事業実施課№

事
業
区
分

1

イ
ベ
ン
ト

自主文化事業
補助事業

市
単総務課

【概　 要】（財）鹿児島市民文化ホール管理公社が事業主体として
実施している低料金で質の高い鑑賞事業に対して、補助金を交付
している。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
  鹿児島市民文化ホール及び谷山サザンホールを会場として、商
業ベースでは呼べないようなもの或いは呼ぶことが困難なオーケス
トラやオペラなどの大規模な舞台芸術、能や狂言などの古典芸能、
室内楽や舞踊など幅広いジャンルから知名度や話題性を考慮し
て、年に５公演程度の鑑賞事業を行ってきた。なお、平成２０年度
は、１０公演を予定している。

鑑賞事業の
開催回数

（単位：回）

入場者数

（単位：人）

○ ○ ○◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　市民に優れた舞台芸術を提供する
ことにより、豊かな心が育つ香り高い
文化のまちづくりを推進するため、必
要な事業である。

Ａ Ａ

現状のまま継続

2

イ
ベ
ン
ト

鹿児島芸術鑑
賞事業

市
単文化課

【概　要】市民の心豊かな人間形成、次代を担う人づくりに資する。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・「子どもいきいき表現力教室」地元・中央の文化芸術団体による巡
回公演
①学校巡回芸術劇場
②芸術家派遣プロジェクト
・「五色の花コンサート」5支所の旧議場を活用し、芸術に親しむ機
会を提供する。
・「移動劇場」平成19年６月１日で活動停止

実施回数

（単位：回）

鑑賞者数

（単位：人）

◎ ◎ －◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　子どもの豊かな情操を育て、児童文
化の向上を図るために必要である。

Ａ Ａ

現状のまま継続

3
そ
の
他

収蔵美術品の
充実事業

市
単美術館

【概　 要】美術品収集の基本方針に基づき、西洋美術、郷土関係作
家の作品、地元の風土に取材した作品などを収集し、収蔵美術品
の充実を図る。
【対象者】収集した美術品の鑑賞は美術館を訪れる国内外の全て
の人が対象
【具体的な活動内容】
・１９世紀末葉以降の西洋美術の流れを概観できる主要作家の作
品を収集
・鹿児島の美術史を形成するため地元関係作家の作品を収集
・桜島などに取材した秀れた作品を収集

美術品収集
点数

（単位：点）

常設展観覧
者数

（単位：人）

○ ○ ○◎ ○ △ ◎ ○ △ ○

　市民の美術に対する関心と理解を
深め、教育機関としての機能を高め
るため、美術品の収集は必要である
が、美術品取得基金の創設など、コ
ストの面からより効率的な収集の方
法を検討するとともに、収蔵品の効果
的な展示方法についても検討する必
要がある。

Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

4

イ
ベ
ン
ト

企画展（特別
企画・小企画）
事業

市
単美術館

【概　 要】美術館独自の企画による特別企画展、小企画展を開催
し、郷土や国内外の優れた美術品の紹介に努め、市民の芸術文化
の向上に寄与する。
【対象者】一般市民及び市外観光客
【具体的な活動内容】
・特別企画展（年２回）及び小企画展（年４～６回）の開催
・蔵出し美術館（年２回）の開催
・館外展（随時）

特別企画
展・小企画
展等の回数

（単位：回）

特別企画
展・小企画
展等の観覧
者数

（単位：人）
○ ○ ○◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

　市民の芸術文化の向上のために、
国内外の優れた美術品を展示するこ
とは必要である。Ａ Ａ

現状のまま継続

5

助
成
・
育
成

鹿児島市少年
少女合唱団振
興事業

市
単文化課

【概　 要】昭和４８年１２月に創設された鹿児島市少年少女合唱団
を引き続き存続させ、本市の児童・生徒の音楽水準の向上に寄与
する。
【対象者】鹿児島市少年少女合唱団の団員
【具体的な活動内容】
・定期練習、特別練習の実施
・定期演奏会の開催
・各種式典、行事への参加
・福祉団体への訪問演奏会

合唱団員数

（単位：人）

演奏活動数

(単位：回)

◎ ◎ ◎○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

　団員数が減少傾向にあることから、
活動のPRの強化など、団員を増やす
工夫を行うとともに、一層の技術向上
と活動の充実を図り、合唱団としての
魅力を高める必要がある。

Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

6

助
成
・
育
成

市民文化活動
推進事業

市
単文化課

【概　 要】市民文化のより一層の振興を図るとともに、本市の伝統
芸能に対する理解と関心を深め、その保存と活用の機運を高める。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・鹿児島市ふるさと芸能祭
　市内に伝えられる郷土芸能や一般芸能等の発表を実施する。
・鹿児島市市民文化祭
　詩吟剣舞道大会等の文化団体による行事を共催する。

ふるさと芸
能祭等参加
団体数

（単位：団
体）

ふるさと芸
能祭等鑑賞
者数

（単位：人）

◎ ○ ○◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　本市の伝統文化の一層の振興を図
るため、イベント内容の充実を図ると
ともに、鑑賞者数が減少傾向にあるこ
とから、より多くの市民が鑑賞するよ
う効果的な広報に努めるべきである。

Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

7

助
成
・
育
成

文化団体との
共催事業の推
進（文化団体
の育成）事業

市
単文化課

【概　 要】本市の文化活動の活性化と芸術鑑賞の機会を図るため
に、文化振興に寄与する各種事業を本市と共催して開催し、経費の
一部を助成する。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
　市内で事業を開催する７つの団体に対して共催負担金を支出す
ることで、文化団体の育成、文化活動の推進、芸術文化鑑賞の機
会拡充を図る。

共催団体数

（単位：団
体）

鑑賞者数

（単位：人）

○ ○ ○◎ ○ ○ ○ ○ △ ○

　鑑賞者数が少ないことから、より多く
の市民が鑑賞するよう広報等につい
て工夫する必要がある。Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）
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１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度
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有効性

評価理由

主な成果指標 達成度 妥当性 効率性

事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円） 主な活動指標

事務事業名 事業実施課№

事
業
区
分

○事業開始年度　昭和60年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

4,780 5,615 5,309 5,722 8 8 8 8 220 220 220 220

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 8 8 8 245 230 273

2,657 3,492 3,134 3,575

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

2,123 2,123 2,175 2,147 100.0% 100.0% 100.0% 111.4% 104.5% 124.1%

(0.50人) (0.50人) (0.50人) (0.50人)

○事業開始年度　平成17年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

2,428 2,359 2,436 2,472 1 1 1 1 100 100 100 100

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 1 1 1 100 103 51

730 661 696 754

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

1,698 1,698 1,740 1,718 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 103.0% 51.0%

(0.40人) (0.40人) (0.40人) (0.40人)

○事業開始年度　昭和57年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

137,282 529,930 445,173 196,581 4 7 8 8

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5 10 9

136,008 528,656 443,868 195,293

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

1,274 1,274 1,305 1,288 125.0% 142.9% 112.5%

(0.30人) (0.30人) (0.30人) (0.30人)

○事業開始年度　平成5年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

5,622 9,347 9,151 7,365 1 2 2 2

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

総務局 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 2 2 2

5,410 9,135 8,933 7,150

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

212 212 218 215 200.0% 100.0% 100.0%

(0.05人) (0.05人) (0.05人) (0.05人)

○事業開始年度　平成10年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

1,058 1,091 1,076 1,051 6,550 6,334 6,100 5,920

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 6,550 6,334 6,100

633 666 641 622

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

425 425 435 429 100.0% 100.0% 100.0%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　平成2年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

15,654 15,230 15,665 15,579 20 20 20 20 65,000 65,000 60,000 60,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 20 20 20 63,529 58,337 53,213

15,229 14,805 15,230 15,150

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

425 425 435 429 100.0% 100.0% 100.0% 97.7% 89.7% 88.7%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　平成2年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

81,240 81,239 81,441 79,862 36,000 36,000 36,000 34,000 1,503,000 1,509,000 1,507,000 1,511,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 35,531 35,423 36,076 1,507,346 1,538,838 1,536,389

72,750 72,749 72,741 71,274

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

8,490 8,490 8,700 8,588 98.7% 98.4% 100.2% 100.3% 102.0% 102.0%

(2.00人) (2.00人) (2.00人) (2.00人)

8

助
成
・
育
成

教育普及事業
市
単美術館

【概　 要】教育普及活動の充実を図り、市民の美術に対する関心と
理解を深め、開かれた美術館の運営を推進する。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・美術教室の開催（定員２０～２５名、年６回）
・美術講演会の開催（年２回）
・ライブラリー書籍等の充実
・全国美術館、学校、出版社、ギャラリー等へ展覧会ポスター等を
配布

美術教室
講演会の
開催回数

（単位：回）

美術教室
講演会の
参加者数

（単位：人）

◎ ○ ○◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

　市民の教育、学術及び文化の向上
に資するため必要な事業であるが、
経験者を対象とするような高度な内
容の講座などは受益者負担の観点
から受講料の徴収について検討する
必要がある。

Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

9

イ
ベ
ン
ト

市民公募展事
業

市
単美術館

【概　 要】市民の創作した作品をジャンルを問わず幅広く公募し、無
審査で展示することによって、市民の自発的な芸術文化活動の輪
を広げる。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・市民の創作した作品を幅広く公募し、無審査で展示
・観覧者の人気投票等により、表彰する。

市民公募展
の開催回数

（単位：回）

市民公募展
の応募点数

（単位：点）

△ ○ －○ ○ △ ○ ○ △ ○

　市民の自発的な芸術文化活動の輪
を広げるために必要な事業である
が、応募作品数が減少していることか
ら、優秀作品については一定期間展
示を行うなど、賞や作品展示のあり方
を見直すとともに、幅広い年齢層から
応募がなされるように、広報活動を強
化する必要がある。

Ｂａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

10

施
設
維
持
・
管
理

市民文化ホー
ル施設整備事
業

市
単総務課

【概　 要】開館から２５年が経過し、舞台設備等の老朽化・旧式化が
顕著となっていることから、舞台設備改修工事及びその他施設整備
改修工事を行うもの。
【対象者】鹿児島市民文化ホール利用者
【具体的な活動内容】
　平成１８年度に第一ホールを１９年度に第二ホールの舞台設備
（照明・音響・機構）等の改修工事を行い、２０年度は市民ホールに
ついて改修工事を行う予定である。

改修工事発
注件数

（単位：件）

ホール等の
良好な管理
及び設備の
維持

◎ ○ －◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

　開館から２５年が経過し、舞台設備
等の老朽化・旧式化が顕著となってき
ており、良好な施設環境の維持を図
る必要がある。

Ａ Ａ

現状のまま継続

11

施
設
維
持
・
管
理

谷山サザン
ホール施設整
備事業

市
単総務課

【概　 要】開館から１８年が経過し、舞台設備等の老朽化が進んで
きていることから、施設設備の計画的な改修工事等を行うもの。
【対象者】谷山サザンホール利用者
【具体的な活動内容】
　舞台機構設備の吊物用ワイヤーロープ類や制御機器などの取替
工事等を行っている。

改修工事発
注件数

（単位：件）

ホール等の
良好な管理
及び設備の
維持

◎ ○ －◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

　開館から１８年が経過し、舞台設備
等の老朽化が進んできていることか
ら、良好な施設環境の維持を図る必
要がある。

Ａ Ａ

現状のまま継続

12

啓
発
・
広
報

文化施設ガイ
ドブック作成事
業

市
単文化課

【概　 要】市内の文化施設のガイドブックを作成し、小学4年生を対
象に、全員へ配布する。
【対象者】小学4年生
【具体的な活動内容】
　市内の小学生がガイドブックを携帯し、市内の文化施設を見学及
び体験することで、郷土の良さを実感し、文化施設のネットワーク化
による総合的な子どもの興味と関心をひきだし、創造力を身につけ
る。各文化施設ごとにクイズを設定したり、記録のページや記念ス
タンプの欄を設けるなど、子どもの興味を喚起する工夫を凝らして
いる。

配布冊数

（単位：冊）

自発的学習
の促進

◎ ◎ －○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

　本市の歴史・文化に対する理解を
深めるとともに学校の教育活動に広
がりを持たせるために必要である。Ａ Ａ

現状のまま継続

13

市
民
サ
ー

ビ
ス

移動図書館
市
単図書館

【概　 要】移動図書館車による図書巡回貸出、移動図書館フェス
ティバル開催
【対象者】図書館及び地域公民館図書室を利用しにくい市民
【具体的な活動内容】
・移動図書館車２台で約５６ヵ所のステーションを巡回し、図書の貸
出サービスを行っている。年間巡回日数は約１４０日
・移動図書館フェスティバルを年１回開催（７月）

１ヶ所当り
の
移動図書館
巡回回数

（単位：回）

年間貸出冊
数

（単位：冊）

○ ○ －◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　利用者数が減少傾向にあり、利用
者のニーズも低下してきていると思わ
れることから、巡回ステーションの縮
小を含め、事業のあり方を見直す必
要がある。

Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

14
そ
の
他

図書館資料の
充実
　（資料整備）

市
単図書館

【概　 要】図書館・公民館図書室・移動図書館の図書資料の整備・
充実
【対象者】図書館・公民館図書室の利用者
【具体的な活動内容】
　幼児からお年寄りまで、市民の多種多様の知的ニーズに対応で
きるよう、より一層図書資料の整備充実を図り、多くの市民に利用さ
れる魅力ある図書館を目指す。

図書購入冊
数

（単位：冊）

貸出冊数

（単位：冊）

◎ ◎ －◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

市民の多種多様の知的ニーズに対
応するため、図書資料の整備充実を
図る必要がある。Ａ Ａ

現状のまま継続
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行　政　評　価　（　継　続　事　業　）

第２編第３章　地域に根ざした市民文化を創る
公平性

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

一
次
評
価
結
果

二
次
評
価
結
果

有効性

評価理由

主な成果指標 達成度 妥当性 効率性

事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円） 主な活動指標

事務事業名 事業実施課№

事
業
区
分

○事業開始年度　平成2年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

15,259 14,441 14,901 16,804 4 4 4 4 390 390 440 440

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 4 4 4 390 390 440

13,136 12,318 12,726 14,657

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

2,123 2,123 2,175 2,147 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(0.50人) (0.50人) (0.50人) (0.50人)

○事業開始年度　平成12年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

27,439 28,160 14,442 3,794 3,650 3,650 3,650 3,700 32,000 33,000 34,000 35,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 3,632 3,672 3,678 30,512 33,160 34,771

27,439 28,160 14,442 3,794

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 0 0 0 99.5% 100.6% 100.8% 95.4% 100.5% 102.3%

○事業開始年度　昭和37年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

14,637 16,479 14,403 17,154 33 33 33 48 3,300 3,300 3,300 3,500

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 221 37 43 2,197 2,988 3,557

12,854 14,356 12,228 14,792

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

1,783 2,123 2,175 2,362 669.7% 112.1% 130.3% 66.6% 90.5% 107.8%

(0.42人) (0.50人) (0.50人) (0.55人)

○事業開始年度　平成 元年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

4,753 5,332 4,416 4,983 17 20 19 15 46 45 44 44

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 16 16 15 45 44 44

4,328 4,907 3,981 4,554

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

425 425 435 429 94.1% 80.0% 78.9% 97.8% 97.8% 100.0%

(0.10人) (0.10人) (0.10人) (0.10人)

○事業開始年度　平成10年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

520 620 474 472 3 3 3 3 3 3 3 3

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 3 3 3 3 3 3

350 450 300 300

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

170 170 174 172 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(0.04人) (0.04人) (0.04人) (0.04人)

○事業開始年度　平成18年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

0 2,420 2,658 1,387 100 100 100 150 200 100

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 102 108 254 307

637 831 657

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 1,783 1,827 730 102.0% 108.0% 169.3% 153.5%

(0.42人) (0.42人) (0.17人)

○事業開始年度　平成19 年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

0 0 4,264 48,876 1 8 500 5,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 1 1,004

3,916 47,459

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 0 348 1,417 100.0% 200.8%

(0.08人) (0.33人)

15

助
成
・
育
成

椋鳩十児童文
学賞事業

市
単文化課

【概　 要】日本を代表する児童文学者椋鳩十氏の業績を顕彰する
とともに、若い児童文学者を発掘し、鹿児島を児童文学の情報発信
の拠点とする。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・椋鳩十児童文学賞作品募集及び表彰
・子どもたちに聞かせたい創作童話作品募集及び表彰

授賞式祝賀
会回数

（単位：回）

授賞式祝賀
会参加者数

（単位：人）

◎ ◎ △◎ ◎ △ ○ △ ○ ○

　事業の開始から20年近く経つことか
ら、当文学賞の市民への認知度をさ
らに高め、より一層市民への浸透を
図るとともに、当文学賞を通じた本市
のPRの強化について検討する必要
がある。
　さらに、祝賀会開催経費等を見直す
などコスト縮減を検討すべきである。

Ｂａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

16

啓
発
・
広
報

歴史・文化資
産のデジタル
化推進事業

市
単文化課

【概　 要】本市の貴重な歴史・文化資産や、市内の史跡・文化財、
伝統工芸、郷土芸能等をデータベース化し、インターネットを活用し
て情報を世界に向けて発信。
【対象者】鹿児島市民を中心とする利用希望者(アメリカ等海外から
の利用も多い)
【具体的な活動内容】鹿児島市地域情報化計画に基づき、市立美
術館、かごしま近代文学館・メルヘン館などに収蔵されている本市
の貴重な歴史・文化資産や、市内の史跡・文化財、伝統工芸、郷土
芸能等をデータベース化し、インターネットを活用して情報を広く発
信する。

登録数

（単位：件）

アクセス件
数

（単位：件）

◎ ◎ ○◎ ◎ △ △ ◎ △ ◎

　本市の貴重な文化・歴史資産につ
いて広く情報発信することは必要であ
るが、セキュリティーの脆弱性の改善
が必要とされており、利便性の向上と
あわせて見直しを検討する必要があ
る。

Ｂａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

17

調
査
・
研
究

文化財保護管
理事業

市
単文化課

【概　 要】重要文化財旧鹿児島紡績所技師館等の文化財の保存活
用及び公開をすることにより文化財愛護思想の普及を図る。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・文化財審議会の開催
・特別天然記念物喜入のリュウキュウコウガイ産地の保護管理
・重要文化財旧鹿児島紡績所技師館（異人館）の保存管理
・国指定名勝旧島津氏玉里邸庭園の保存管理
・その他文化財の保存管理及び調査
・文化財説明板等の設置

保存管理等
を行った文
化財件数

（単位：件）

異人館等へ
の入館者数

（単位：人）

◎ △ ◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

　本市の歴史・文化に関する市民の
理解を深めるため文化財の保存・活
用を図ることは必要である。Ａ Ａ

現状のまま継続

18

助
成
・
育
成

郷土芸能保護
事業

市
単文化課

【概　 要】郷土芸能が正しく保存継承されるようにする。
【対象者】郷土芸能団体
【具体的な活動内容】
・用具の補修等に要する経費の助成
　基礎額２０万円に、必要額から２０万円を控除した額に１／２を乗
じて得た額を加えた額とし、上限を６０万円とする。ただし、必要額
が２０万円以下の場合には、その額を補助額とする。
・後継者育成等に要する経費の助成
　１年度あたり１０万円とし、連続する３年度を限度として交付。
・記録映像作成業務

助成団体

（単位：団
体）

活動団体数

（単位：団
体）

○ ○ ○◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　郷土芸能の正しい伝承のために必
要であり、後継者の育成について、効
果的な助成方法を検討するとともに、
記録映像について、ビデオの貸出の
ほか、授業での活用、ホームページ
での情報提供など積極的な活用策を
検討する必要がある。

Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

19

助
成
・
育
成

鹿児島市指定
文化財保護事
業

市
単文化課

【概　 要】文化財の適正な保存・伝承
【対象者】市内に所在する指定文化財の管理団体等
【具体的な活動内容】
　多額の経費等を必要とする管理団体等に保存・伝承等にかかる
経費の一部を助成する。
　補助額：交付対象経費から、国庫補助決定額及び県費補助決定
額を差し引いた額の２分の１以内の額
　現在の対象：福昌寺跡、天吹、薩摩琵琶

指定文化財
への助成件
数

（単位：件）

保存された
指定文化財
件数

（単位：件）

◎ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　文化財の適正な保存・伝承のため、
現行の助成対象や助成額等につい
て、見直しを検討する必要がある。Ｂａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

20

調
査
・
研
究

ふるさと文化
財発見事業

市
単文化課

【概　 要】合併後、新たに鹿児島市に加わった旧５町地域の文化財
の所在・分布状況調査を行い、その内容を「かごしまデジタルミュー
ジアム」により市民に広く周知し、文化財愛護思想の啓発を行うとと
もに地域への愛着を高める。また、学校教育や社会教育などの教
材として、さらに本市の魅力を高める貴重な観光資源として活用す
るために「史跡めぐりガイドブック」等を作成する。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・文化財の所在確認調査
・遺跡の分布状況調査

活動日数

（単位：日）

確認件数

（単位：件）

◎ ○ －○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　文化財愛護思想の啓発や、地域へ
の愛着心を高めるため、各地域に点
在する文化財及び遺跡の所在を調査
し、広く市民に情報発信することは必
要である。

Ａ Ａ

現状のまま継続

21

施
設
維
持
・
管
理

玉里邸庭園整
備事業

国
・
県
補
助

文化課

【概　 要】旧島津氏玉里邸庭園の国の名勝指定を受け、同庭園本
来の魅力を取り戻すように修復復元を図るとともに、市民の憩いの
場や観光施設として活用できるようにする。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・国庫補助申請手続き
・修復整備

具体的な整
備事業項目
数

（単位：件）

整備後の庭
園入園者数

（単位：人）

◎ ○ －◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

　国の名勝指定を受けた旧島津氏玉
里邸庭園の修復復元整備は、高い文
化的価値を有する同庭園の魅力を取
り戻し、活用を図るために必要であ
る。

Ａ Ａ

現状のまま継続
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行　政　評　価　（　継　続　事　業　）

第２編第３章　地域に根ざした市民文化を創る
公平性

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 指標名 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

一
次
評
価
結
果

二
次
評
価
結
果

有効性

評価理由

主な成果指標 達成度 妥当性 効率性

事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円） 主な活動指標

事務事業名 事業実施課№

事
業
区
分

○事業開始年度　平成18年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

0 1,532 16,922 574 1 3 2 2,500 2,500 5,000

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 1 3 2,556 2,553

471 15,834 230

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 1,061 1,088 344 100.0% 100.0% 102.2% 102.1%

(0.25人) (0.25人) (0.08人)

○事業開始年度　平成19年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

0 0 970 1,613 3 4 4,308 4,308

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 3 3,267

622 539

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 0 348 1,074 100.0% 75.8%

(0.08人) (0.25人)

○事業開始年度　平成19年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

0 0 520 752 4 4 35 43

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 4 34

172 194

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

0 0 348 558 100.0% 97.1%

(0.08人) (0.13人)

○事業開始年度　平成10年度 [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [概算コスト] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値] [目標値]

10,442 9,087 10,171 10,074 4 4 4 4 17,400 19,700 20,700 20,700

（理由）

（内訳） （内訳） （内訳） （内訳） [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値] [実績値]

教育委員会 ・決算額 ・決算額 ・決算額 ・予算額 5 6 6 24,230 22,072 21,805

6,197 4,842 5,821 5,780

・人件費 ・人件費 ・人件費 ・人件費 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　 <達成率>　

4,245 4,245 4,350 4,294 125.0% 150.0% 150.0% 139.3% 112.0% 105.3%

(1.00人) (1.00人) (1.00人) (1.00人)

22

施
設
維
持
・
管
理

異人館ルネッ
サンス事業

国
・
県
補
助

文化課

【概　 要】国の重要文化財である旧鹿児島紡績所技師館（異人館）
の補修工事を行い、建物の魅力を回復することで、貴重な文化財
の適切な保存を図るとともに、観光資源としての充実を図る。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・建物の耐震基礎診断並びに補修工事に向けた基本設計の実施
・外部塗装工事の実施

具体的な整
備事業項目
数

（単位：件）

整備後の入
場者数
　
（単位：人）

◎ ○ －◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

　国の重要文化財として適切な保存
を図るため必要であり、また、観光振
興の面からも必要である。Ａ Ａ

現状のまま継続

23

施
設
維
持
・
管
理

喜入のメヒル
ギ再生整備事
業

市
単文化課

【概　 要】鹿児島市唯一の国指定特別天然記念物である「喜入の
リュウキュウコウガイ産地」は、平成１７年の豪雨により多量のシラ
スが流入したことにより、深刻な被害を受けた。本事業は、被害の
拡大を防ぎ、再生を図るために生息域の環境改善を図るとともに、
北限のメヒルギを観察できる観察ゾーンを構築する。
【対象物】国指定特別天然記念物喜入のリュウキュウコウガイ産地
（メヒルギ）
【具体的な活動内容】
・再生整備活用検討委員会の実施
・水質、底質検査の実施

具体的な整
備事業項目
数

（単位：件）

災害前のメ
ヒルギ成木
数

（単位：本）

○ ○ －◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

　本市唯一の国指定特別天然記念物
である「喜入のリュウキュウコウガイ
産地」を再生し活用を図るため、環境
整備等は必要である。

Ａ Ａ

現状のまま継続

24

啓
発
・
広
報

近代化産業遺
産保存活用事
業

市
単文化課

【概　 要】近代化遺産の調査を行い、その保護と活用に資する。ま
た、ガイドブック等を作成し、見学や観光に活用できるようにする。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・世界文化遺産国内暫定一覧表への追加登載を目指し、会議等へ
の出席
・利活用状況調査
・専門調査及びガイドブック等の作成
・セミナー等の開催

会議出席回
数

（単位：回）

再評価でき
た近代化産
業遺産数
（累計）

（単位：件）
◎ ◎ －◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

　市民の誇れる文化財として、近代化
産業遺産の保護及び活用を図ること
は必要である。Ａ Ａ

現状のまま継続

25

イ
ベ
ン
ト

ふるさと考古
歴史館企画展
開催事業

市
単ふるさと考古

歴史館

【概　 要】郷土の歴史に対する理解を深め、興味をもってもらうとと
もに、ふるさと考古歴史館の利用者増を図るため、企画展を開催す
る。
【対象者】一般市民
【具体的な活動内容】
・年に４回企画展を開催
・低コストのミニ企画展の開催

企画展開催
回数

（単位：回)

企画展観覧
者数

（単位：人)

◎ ◎ ○○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

　観覧者数が減少傾向にあることか
ら、観覧者数が増加するよう広報の
強化や企画展の内容等を検討する必
要がある。

Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善等）

4/4


